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  ２０１６年 ２月 ９日、 島尻安伊子 沖縄及び北方対策担当大臣 （当時） が 記者会見

で 「歯舞」 が よめず、 そば に いた 秘書官 が 「はぼまい」 と つたえる と    

いう できごと が あった。 職務 が 職務 で ある だけ に、 インターネット など 

で あざけられ、 てきびしく たたかれた。 わたし が おもう に、 島尻氏 は おそらく 

「普通 の ひと」 な の で あろう。  

  日本 の、 とりわけ 北海道 の、 地名 には アイヌ語 に 由来 する もの が  

たくさん ある。 しかも、 音 にも 訓 にも ぴったり と あわず、 むりやり 字 を 

あてて 難読 に なって いる もの が じつ に おおい。 「歯舞」 は アイヌ語 の 

「ハ・アプ・オマ・イ」 で、 「流氷が退くと小島がそこにある所」 と いう 意味 だ と    

いう （ウィキぺディア に よる）。 「歯」 とも 「舞」 とも まったく 関係 が ない。 

意味 に 関係 なく 「はぼまい」 と いう おと に 「歯舞」 と いう 字 を あてた 

もの で ある から、 「普通 の ひと」 が これ を よめない と して も さして 

不思議 では ない。 

  問題  は  なん  でも、  無理  を  して  でも、  漢字  で かかなければ 気  が   

すまない 日本 の 文化 で あろう。 そして、 もう ひとつ アイヌ文化 への 敬意 

の 欠如 を あげて おかなければ ならない。 

  ヨーロッパ の 地名、 たとえば ベルリン を 伯林、 ロンドン を 倫敦 など と、 

中国文字 （漢字） で かく 意味 は ある まい。 実際、 通常 は カタカナがき を   

して いる。 で あれば アイヌ語 の 地名 も 中国文字 （漢字） で かく 必要 は  

ない。 いや、 そう して は いけない。 アイヌ語 の オタ・オル・ナイ を 小樽    

（おたる）、 ピパ・オ・イ を 美唄（びばい） など と かいて 原語＝アイヌ語 の おと 

を そこない、 漢字 の もつ イメージ を つけくわえて しまった。 こう いう こと 

を して は いけない。 いま から でも カナがき に あらためる べき で ある。  

  あて字 の 難読地名 が よめない こと より も、 あて字 を つかう こと の 

わざわい に 気 が つかない、 気 が ついて も あらためよう と しない こと の 

ほう が よほど はずかしい こと では ある まい か。 
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